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講義の中心となった「家族システムアプローチ」は家族を一つのシ

ステムとしてみなし、関係の綻びに対して不適切な構造・機能を改善

することで問題解決を図ります。問題を抱える個人に注目し対策す

るのではなく、家族の問題はさまざまな要因が相互的に作用してい

るという考え方だそうです。 

 実際の新聞記事や事例に基づいて「家族」について考えるなかで、

一つの事実に対してさまざまな視点があることや、視点が異なるこ

とで見えてくる内容も異なることも学びました。 

 普段の生活では家族・夫婦間に限らず多様な関わりの中で生きて

いますが、一歩引いて自分を取り巻く環境全体を眺めてみることも

大切かもしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


